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1. 序論
年腎外?，I:{動つ人気が高まり，参加入訟は培

1m傾向‘二める…ちで事散が多〈おきてままり，
リスケ品知のを要性が指摘さわてい尽 2017 
平:~ .!-] ，ニス二ι一場付近で雪崩;こ巻き込まれ死仁
をよじ寸-いう宇佐経:トーしておリスク{忍
)J]にペレての議論が;青写牲になハてし、ゐ，リスク
と;土，事物に対して損害長与える-可能性であり，
;r~ の危険刊につレての認知i をリスク認知とし、
') .リペク認知I‘二ついて将験どd〕開理が認
さ7'ており筆訂11工、納入料:ど)) f¥号i車;こ
いても事:聖:ヴ点ろと考三宅ヰキ:こ什!各特性 !T)

~J係 lこ興 11ふとを列島う弓

二で本研野外活動i沿1111(こお守了う jjス
ケ認却し性格特性のi弘J主義?叫りか:三寸心二と
そv目的とノた， L-Jグ認Y-u:γコい、
村、)，可法性、 「重 !l::!吟?の.，こ者H
1 ナー

2 研究方法
[マ象者1 大学に丙属している 1-4年当;生言f
124名今対象c:Lたと
[詰1査咋}性j三井千'f生をさ{IJ宅する t~)ず〉に4、塩C
(2(; :2)が 1':i或し J. H本語版 Ten Item 
PerSOltal i.lV Lιventoly 5凶子(外向協調
性，劫め十生。神主主症傾向宅開放性)10項目をFU
い十:‘野外常勤経験を目、故iこてたずお. 1境目
をffl、た. リスクを測定するために， 2勺の場
l抵の危険予知tJト νーニングシートを開いて，言ト
18 1[品(fヲリスク場面に対1.，.緊急性l，「可能性人
irE大十字Jを害:IJり当てた.そ/乃シートに対して
危ない LjιうところにOをつけ，理由を記主主し
ごもら/コた.空，こ特定Liセリスケにうv、て，危
険)支を 5段階尺茂によって評価してもらリた.
記入時間ば. 5分と設定し
3. 結呆及び考察
1)野外活動経験日数とスク;出加の関係
経験日教を用いで 4つめ群で、分:十.リスケ認
知どの関係を Kruskal-Wa11 is検定にて明らが
にした.その結果，野外活動経験日数の 4つの
君子ω間で、有意月差が5lちれ f-→ f表1).
Mann-Whitney検定を用レて多重此較を行つ/三
結果， 50 Hιu 0)野外活動経験のある i群カ3
4--12 IJ例経験心少ない T群によJして有志に多
くのリスケを特定:ていた三どが明らかlニ勺
つ，こ.リスク発見数が経験日数の多い群めJまう
が多く，村越(2007)は，野外活動の経験がある
とリスク認知能jJ が高いと報令してお t~) ，ぶ研
究でも同様内結果となった.多くの野外活動を
経験iていく二とで，スクに雨するま持面111
符え，スク認'rilが高まると考えられる.野夕、
活斡経験討対と'栄今vt生. ~ riHi:d主重

大性」刀種類JJIJ(ご1司様;二分析した結果，イ{意な
傾向がみよコれたほ2二，.56'，λ-=i. 3;:)，戸=7.
10 ).緊急性J， ~ pJ能性J，r重大佐j それぞ
れ'f，.経験が多い人がよりリスク認知できるこ
とが明らがになった.
苦言 i.量子外縫殺と Hλク特定数t中央値)力!¥ruskal十 1118検定〔車古来
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2)野外活動経験日数とリスク評価の関係
野外活動経験日数とリスク評価の関係を
Kr!l.;ka1-Wa 11 i s検定を行犬二そ何結果、有:
な差が与られたのは rf帽子をしてい 2勺い i た
に惰我の「可能性J があるこいうりスヅ 1
つのみであハたり，2-=只 875*¥ 村曹はりのi)門

研究寸リスク評価は，野外経験が増えらにつオi

重く許する--べら/了どおり+本研究ごち.
野札述験カミ増えるlアつれ)スク怖を竜一平
らとられマ 、7こ.
3)性格日牲とソメ、ク認};ti..)関母、
5つ.l件格特性の群どりス知数 1関3現1弓引'1-
をKruska凶1¥弘la11LS j伶わ伊凶定tに三ケvて;ご一叶 Fら)íカう迫~; . した.
ぴ山j結果?有有♂志な?烹空円:は土ゴみメιれれlな〉が}¥ミ Fコ〉子元こ (λ~，\~2
S. ).木研究ては性格引刊によ.)1)スク認知;こ
差:工みらわなかっf.
4)性格特性とリスク詳価の樹係
性格特性で 8つに分けた群と 1)スク価の
関係を Kruskal-Walli s検定にて明ら泊、に Lt-..
そ心結果， 有有-意な土ぷ主が見らzμしなかつJた乙(勺λ
252刀ι.ぷふ.) .本研究で、格特村:による 1)スク
評価に差(土みられなかった.
4. 結論
本研究?は.野外活動経験 50日以上と v 寸
評験がリスク認知能力の高さと闘係している
ことが明らかになった.本研究での， '緊急性J，
:可能性J.Ii重大性Jにつけても同様の結県で
ったが，野外活動経験ω程度lこっし、て員数以
外の内容を具体的に調査する必要がある.性格
特性との|週連:土，見られなかった.
本必f究で!f，スポーツをl専攻寸る:犬学生J)，:ぇ
対象者三しているため一般化を長!る tこは，よ
り多くゾ)、を対象とする必要がふる.また.{tSJ 
人特性の調杏方法について点検討が必要三ふ
ブ
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